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ザス守
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
を
生
産

六
月
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
シ
ネ

l

・
グ
ル
ー
プ
の
一
社
で
あ
る
セ
ザ

ス
ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社
の
企
業
誘
致
が

決
ま
り
、
六
月
二
十
四
日
、
県
庁
で
伊
賀

知
事
、
セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
社
、
マ
ゾ
ワ
イ
エ

副
社
長
、
西
田
町
長
ら
が
出
席
し
て
共

同
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
株
式
会
社
は
、

特
殊
金
属
と
く
に
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
素
材

を
生
産
し
よ
う
と
し
て
い
る
会
社
で
、

晴
海
団
地
内
に
あ
る
昭
和
サ
ボ
ア
株
式

会
社
の
一
角
に
、
敷
地
約
一
万
平
方

M

を
借
り
う
け
て
、
工
場
約
三
千
平
方
げ

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
八
月
か
ら
着
工
し
、
従
業
員
約

二
十
人
の
予
定
で
、
年
間
約
二
百
ト
ン

の
生
産
を
行
い
、
来
年
夏
か
ら
国
内
の

ジ
ル
カ
ロ
イ
管
加
工
業
者
に
、
製
品
の

供
給
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。ジ

ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
は
、
先
端
技
術

を
要
す
る
工
場
で
製
造
さ
れ
、
用
途
は
、

高
度
の
品
質
、
特
に
、
耐
酸
性
及
び
腐

蝕
性
に
強
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宇
宙
工
学
関
連
技
術
、
化
学
工

業
機
械
関
係
の
工
場
等
に
も
、
利
用
さ

れ
て
い
る
特
殊
金
属
で
す
。
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マ
リ

第三次開発計画

先
月
号
ま
で
二
回
に
わ
た
り
第
三
次

開
発
事
業
基
本
計
画
の
全
容
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
最
終
回
の
今
月
号
で

は
、
開
発
事
業
の
総
仕
上
げ
と
も
言
う

べ
き
諸
施
設
の
整
備
計
画
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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主事
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総
合
道
路
交
通

四
国
縦
貫
自
動
車
道
が
大
洲
市
ま
で

計
画
区
間
と
し
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、

本
四
架
橋
児
島
坂
出
ル

l
ト
も
昭
和
六

十
三
年
度
に
開
通
す
る
な
ど
高
速
自
動

車
時
代
の
到
来
は
必
至
で
、
本
町
に
お

い
て
も
、
将
来
の
交
通
変
革
に
体
処
で

き
る
道
路
網
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。本

計
画
に
お
い
て
は
、
隣
接
す
る
都

市
聞
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
と
、

こ
れ
ら
の
幹
線
道
路
に
連
絡
す
る
市
街

地
内
の
道
路
網
を
再
編
成
し
、
調
和
と

整
合
性
の
あ
る
総
合
的
な
道
路
交
通
計

画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
路
線
毎
の
整
備
方
針
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
国
・
県
と
十
分
協
議
の

う
え
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

@ 

幹
線
道
路

国
道
一
二
七
八
号
線
及
び
主
要
地
方
道

大
洲
長
浜
線
は
、
本
町
の
東
西
と
南
北

の
交
通
軸
で
あ
り
、
周
辺
の
都
市
聞
を

結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
、
将
来
見
込
ま

れ
る
交
通
需
要
に
対
応
で
き
る
路
線
整

備
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
市
街
地
内
道
路
に
つ
い
て
は
、

街
路
決
定
の
う
え
、
整
備
す
る
方
針
で

す。

補
助
幹
線
道
路

主
要
地
方
道
長
浜
中
村
線
は
、
一
級

河
川
肱
川
の
直
轄
改
修
計
画
と
の
調
整

を
必
要
と
し
ま
す
が
、
地
域
の
土
地
利

用
等
の
間
遠
か
ら
肱
川
左
岸
沿
い
に
ル

ー
ト
を
設
定
し
て
整
備
を
促
進
し
、
国

道
三
七
八
号
線
と
円
滑
な
連
絡
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

既
に
、
都
市
計
画
街
路
と
し
て
計
画

決
定
さ
れ
て
い
る
長
浜
港
港
町
線
、
長

浜
港
仁
久
線
、
紺
屋
町
松
原
線
に
つ
い

て
は
、
補
助
道
路
と
し
て
計
画
決
定
区

間
の
見
直
し
も
含
め
検
討
し
、
市
街
地

と
調
和
の
と
れ
た
街
路
に
し
ま
す
。

臨
港
道
路

本
路
線
は
、
臨
海
部
の
企
業
立
地
と

つ

事
し
て
11111111111 

り
を

言者

設
の
整
舗
計
画

港
湾
施
設
の
整
備
に
よ
り
発
生
す
る
産

業
交
通
を
処
理
す
る
た
め
、
沿
道
周
辺

の
環
境
保
全
に
十
分
配
慮
し
た
計
画
と

す
る
と
と
も
に
幹
線
道
路
と
も
円
滑
に

連
結
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
道
路

埋
立
地
内
の
環
状
道
路
は
、
本
計
画

の
骨
格
を
な
す
路
線
で
あ
り
、
将
来
は
、

国
道
三
七
八
号
線
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を

分
担
す
る
重
要
な
性
格
を
有
し
て
い
る

の
で
、
都
市
計
画
街
路
、
臨
港
道
路
の

両
面
か
ら
、
国
・
県
と
十
分
協
議
を
行

い
整
備
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

一
級
河
川
肱
川
右
岸
沿
い
に
海
岸
廻

り
で
緑
地
に
到
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

大
洲
長
浜
線
の
代
行
路
線
と
し
て
の
性

格
を
有
す
る
も
の
の
、
直
轄
河
川
改
修

及
び
海
岸
保
全
事
業
等
と
の
調
整
が
必

要
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
関
連
事
業
の

進
展
に
合
わ
せ
た
整
備
方
針
を
樹
立
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
合
し
て
配
置

都
市
機
能
施
設

第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
に
基
づ

く
都
市
機
能
施
設
は
、
第
一
工
区
(
内

港
部
)
の
埋
立
て
造
成
用
地
内
に
総
合

配
置
し
、
都
市
再
開
発
事
業
と
し
て
計

画
実
施
し
ま
す
。



3 

区
を
十
字
型
軸
で
反
分
し
、
そ
の
周
辺

部
を
、

A
・
B
・
C
-
D
の
四
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
次

の
都
市
施
設
を
機
能
別
に
統
合
し
て
配

置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

十
字
型
ブ
ロ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
町
民
プ
ラ
ザ
、

街
角
プ
ラ
ザ
(
町
民
広
場
)
、
フ
ロ
ン
ト

パ
l
ク
、
グ
リ
ー
ン
パ

l
ク
等
に
利
用

し
ま
す
。A

ブ
ロ
ッ
ク

庁
舎
、
消
防
庁
舎
、
警
察
官
派
出
所
、

駐
車
場
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
配

置
し
ま
す
。

B
ブ
ロ
ッ
ク

町
民
文
化
会
館
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
社
会
教
育
・
福

祉
施
設
を
配
置
し
ま
す
。

C
ブ
ロ
ッ
ク

一一一マリン@タウンをめざして

農
協
会
館
、
商
工
会
館
等
の
経
済

産
業
施
設
を
配
置
し
ま
す
。

D
ブ
ロ
ッ
ク

港
務
所
、
税
関
、
保
安
庁
等
の
広
域

行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
配
置
し
ま
す
。

水
族
館

e

テ
ニ
ス
コ
ー
ト舟

品
し
ど

生
活
環
境
施
設

第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
に
基
づ

く
生
活
環
境
施
設
は
、
自
然
軸
線
上
の

県
営
工
区
に
緑
地
を
配
置
し
、
生
活
・

社
会
軸
線
上
の
第
一
工
区
、
第
(
一
T
L
区

に
主
要
施
設
を
、
そ
の
外
周
部
に
は
、

緩
衝
緑
地
を
配
置
し
ま
す
。

工
区
毎
に
配
置
す
る
施
設
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

県
営
工
区
小
型
船
だ
ま
り
に
隣
接

す
る
緑
地
に
、
水
族
館
、
味
覚
観
光
セ

ン
タ
ー
、
徒
渉
池
、
駐
車
場
等
。

第
一
工
区
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、
体

育
館
、
駐
車
場
等
。

第
二
工
区
下
水
処
理
場
施
設
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
緩
衝
緑
地
、
防
風
林
等
。

ィ事
場，;B:、/

公
共
施
設
を
整
備

港
湾
関
連
施
設

長
浜
港
港
湾
計
画
書
に
基
づ
き
、
港

湾
の
効
率
的
な
運
営
及
び
利
用
を
阿
る

た
め
、
次
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

公
共
ふ
頭

@
一
二
万
ト
ン
級

ル
小
深
十
二
メ
ー
ト
ル

骨 l ル噂 l ル唾卜岸
ふト岸七ト岸三ル壁
頭ル壁百ル壁千 。二
問。七卜。五卜 パ
土也 ノf ン ノf ン l 
キ勺 |長及 l車及 ス
i スス
二、水、水 延

へ延深延深長
ク長四長五凹
タ四・ 四-百
| 百 五 百 五八
ル二メ五メ 十
。十 l 十 l メ

メ ト メ ト l 

E

ト
E
ム
也
凡
又

々
ノ
古
手
十

D
二
一
日

骨卜母

第ル第

ド方 15方
J皮 j皮
堤堤

延
長
一
千
六
百
メ

l

延
長
五
十
メ
ー
ト
ル
。

K4占
的
拘
』
也
凡
又

マノ『

L
i千
D
二ロ

骨
一
泊
地
水
深
十
一
一
メ
ー
ト
ル
、
面
積

三
十
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

小
型
船
だ
ま
り

申
防
波
堤
延
長
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
。

骨
物
揚
場
水
深
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、

延
長
六
百
ご
一
十
メ
ー
ト
ル
。

申
船
揚
場
延
長
四
十
メ
ー
ト
ル
o

昏
ふ
頭
用
地
面
積
約
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

流
通
体
制
の
拡
大

漁
業
関
連
施
設

き
れ
い
な
海
と
豊
富
な
漁
業
資
源
に

恵
ま
れ
た
伊
予
灘
海
域
を
漁
場
と
す
る

本
町
漁
業
は
、
小
型
底
び
き
網
漁
業
を

は
じ
め
、
一
本
釣
、
延
な
わ
漁
業
等
多

種
多
様
な
漁
業
の
展
開
の
も
と
、
フ
グ
、

マ
ダ
イ
、
カ
レ
イ
、
ハ
マ
子
、
ア
ジ
、

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
等
中
高
級
魚
貝
類
の

生
産
が
多
く
、
し
か
も
需
要
の
強
い
活

魚
貝
類
の
水
揚
げ
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
い

と
い
う
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
漁
業
特
性
を
生
か
し
た
本
町
漁

業
の
基
本
的
振
興
方
向
は
、
マ
ダ
イ
、

カ
レ
イ
、
ガ
ザ
ミ
、
タ
コ
等
需
要
の
強

い
魚
種
を
対
象
と
し
た
栽
培
漁
業
推
進

体
制
の
整
備
に
よ
る
漁
業
生
産
の
増
加

に
伴
い
、
活
魚
流
通
体
制
の
拡
大
整
備

と
新
し
い
水
産
加
工
品
の
創
出
等
に
よ

る
付
加
価
値
の
増
大
を
基
本
に
施
設
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
施
設

と
有
機
的
に
連
携
し
た
漁
業
関
連
施
設

を
総
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。な

お
、
整
備
す
る
諸
施
設
は
次
の
と

お
り
で
す
。

鮮
魚
荷
捌
所
、
活
魚
水
槽
施
設
、
漁

協
事
務
所
、
栽
倍
漁
業
セ
ン
タ
ー
、
冷

凍
施
設
、
水
産
加
工
場
施
設
、
水
産
倉

庫
施
設
、
共
同
作
業
施
設
、
給
油
給
水

施
設
、
砕
氷
施
設
、
遊
魚
セ
ン
タ
ー
、

揚
船
施
設
。

推
進
機
関

第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
は
、
大

規
模
且
つ
事
務
的
に
も
複
雑
で
す
が
、

初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
推
進

機
関
と
し
て
、
第
一
三
次
開
発
事
業
検
討

委
員
会
(
仮
称
)
及
び
重
要
港
湾
昇
格

検
討
委
員
会
(
仮
称
)
を
設
置
す
る
計

画
で
す
。事

業
主
体

本
計
画
に
基
づ
く
用
地
造
成
工
事
の

事
業
主
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
県
営
工
区
(
小
型
船
だ
ま
り
)
は
、

愛
媛
県
が
施
工
し
ま
す
。

@
第
-
工
区
(
内
港
部
)
は
、
長
浜
町

が
施
工
し
ま
す
。

申
第
二
工
区
(
外
港
部
)
は
、
愛
媛
県

の
指
導
を
得
て
、
速
や
か
に
決
定
し
ま

LF
。

企
業
誘
致

企
業
誘
致
は
、
本
計
画
の
基
幹
事
項

で
あ
り
、
別
途
定
め
る
企
業
立
地
促
進

条
例
等
を
も
と
に
、
積
極
的
に
対
処
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

財
産
処
分

今
回
の
埋
立
区
域
内
に
は
、
港
湾
関

連
施
設
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
港
湾
関
連
公
共
財
産
の
処
分
に
あ
た

っ
て
は
、
補
助
金
の
返
還
に
係
る
諸
施

設
の
調
査
等
複
雑
な
事
務
が
伴
う
た
め
、

今
後
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
、
早
急

に
対
処
の
上
、
適
正
な
処
分
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
今
回
策
定
し
た
第
三
次
開
発

事
業
基
本
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
事
業
が
二
十
一
世

紀
に
わ
た
る
大
規
模
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
国
・
県
と
の
連
携
を

密
に
す
る
と
と
も
に
、
町
は
周
到
な
計

画
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
推
進
し
、
名

実
共
に
港
町
、
大
長
浜
町
を
建
設
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
で

は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得

な
が
ら
全
町
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
な

け
れ
ば
到
底
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。最

後
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
、
こ
の
た
び
の
開
発
事
業
に
係
る

シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
り
ま
す
。
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議会・第 2囲師時会圏極圏盤面

第

2
回
臨
時
金

長
浜
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
五
月

二
十
六
日
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、

請
負
契
約
の
締
結
、
長
浜
町
税
条
例
及

び
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
、
一
般
会
計
及
び
老
人
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
飲
料
水
供
給
事
業
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
、
水
道
事
業
の
変
更
な
ど

九
議
案
の
他
第
三
次
開
発
事
業
推
進
特

別
決
議
の
議
員
提
出
議
案
一
件
で
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
一
一
次
開
盤

作
曾
決
議

第
会
二
次
開
発
事
業
推
進
特
別
決
議
案

が
城
戸
岡
政
雄
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
「
当
町
の
臨
海
部
開
発

事
業
計
画
は
、
愛
媛
県
西
南
部
唯
一
の

拠
点
工
業
地
域
で
あ
り
、
西
瀬
戸
経
済

圏
構
想
に
お
い
て
は
国
際
流
通
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

海
洋
空
間
の
最
有
効
利
用
を
図
り
、
当

町
の
振
興
発
展
を
め
ざ
し
て
、
第
一
次
、

第
二
次
開
発
事
業
は
も
と
よ
り
昭
和
六

十
二
年
三
月
策
定
の
第
三
次
開
発
事
業

基
本
計
画
を
も
っ
て
初
期
の
目
的
を
完

遂
す
る
た
め
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

本
計
画
は
、
海
と
川
と
緑
の
活
力
あ

る
町
守
つ
く
り
を
め
ざ
す
長
浜
町
地
域
総

合
整
備
計
画
の
核
を
な
す
も
の
で
あ
り

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
中
で
町
民
の

要
請
に
応
え
、
柔
硬
兼
備
し
た
地
方
都

市
ゃ
つ
く
り
を
行
う
た
め
に
諸
施
設
を
総

合
的
に
配
置
整
備
し
て
、
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
と
均
衡
あ
る
振
興
発
展
を

図
る
当
町
の
集
大
成
事
業
で
あ
る
。

本
事
業
の
実
施
に
は
、
膨
大
な
事
業

費
と
長
期
間
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
完

成
は
長
浜
町
の
将
来
を
大
き
く
飛
躍
発

展
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
速
や
か
に
推

進
し
な
け
れ
ば
町
民
の
要
請
と
期
待
に

応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え

る
o
よ
っ
て
、
輝
か
し
い
未
来
の
た
め
、

自
然
と
の
調
和
を
め
ざ
し
た
新
し
い
マ

リ
ン
・
タ
ウ
ン
守
つ
く
り
の
早
期
実
現
が

凶
ら
れ
る
よ
う
右
、
決
議
す
る
o
」

と

い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
堤
正
和
議
員
か
ら

「
一
次
、
二
次
の
完
成
を
み
ず
し
て
一
一
一

次
に
着
手
す
る
の
は
時
期
尚
早
」
と
の

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
十

六
、
反
対
一
の
多
数
決
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。こ

れ
に
対
し
て
西
田
町
長
は
「
第
三

次
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
西
南
部

唯
一
の
拠
点
工
業
地
域
で
あ
り
、
丙
瀬

一
戸
経
済
圏
構
想
に
包
括
さ
れ
た
町
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
上

で
、
長
浜
町
地
域
総
合
整
備
計
画
の
核

を
な
す
も
の
と
し
て
μ

海
と
川
と
緑
の

活
力
あ
る
町
マ
つ
く
り
H

を
目
指
し
な
が

ら
μ

海
の
町
・
水
の
町
ρ

と
し
て
海
洋

空
間
の
最
有
効
利
則
を
凶
り
つ
つ
、
地

域
住
民
の
福
祉
の
向
上
と
均
衡
あ
る
当

町
の
振
興
発
展
の
た
め
、
表
い
工
、
ネ
ル

ギ
l
を
燃
焼
さ
せ
た
い
o
」
と
、
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。

財
調
基
金
積
立
金
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
に
一
億

一
千
九
百
二
十
二
万
三
千
円
が
補
正
さ

れ
、
予
算
総
額
は
四
十
一
億
一
千
八
百

十
三
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
財
政
調
整
基
金
積
立
金
七

千
万
円
。

一
民
生
費
一
老
人
ホ

i
ム
退
職
手
刀
組

合
負
担
金
の
不
足
額
四
百
六
十
五
万
七

千
円
。
老
人
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
一
千
五
百
三
万
八
千
円
。

四
a

八
%
引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
税
条
例

長
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
医
療

費
が
予
想
以
上
に
伸
び
で
お
り
、
加
え

て
国
保
加
入
世
帯
の
課
税
所
得
の
落
ち

込
み
の
た
め
、
税
率
に
し
て
四
・
八
%

の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

上
水
道
と
連
絡

簡
易
水
道
に
関
す
る
条
例

長
浜
町
簡
易
水
道
事
業
施
設
及
び
飲

料
水
供
給
事
業
施
設
の
設
置
並
び
に
給

水
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
上
水
道
と
連
絡
さ
れ
た

西
南
地
区
(
櫛
生
、
出
海
、
須
沢
)
青

島
地
区
の
各
簡
易
水
道
及
び
柴
日
の

浦
飲
料
水
供
給
施
設
を
削
除
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
朝
日
地
医
飲
料
水
供

給
施
設
及
び
奥
地
区
共
同
給
水
施
設

に
つ
い
て
は
、
豊
茂
地
区
簡
易
水
道
に

統
合
す
る
た
め
削
除
す
る
も
の
で
す
。

豊
茂
地
区
簡
易
水
道

経
営
の
変
一
吏
認
可

豊
茂
地
区
の
簡
易
水
道
事
業
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
簡
易
水
道
施
設
の
取
水
量

が
年
々
減
少
し
、
送
配
水
管
が
腐
食
し

て
き
た
の
で
、
朝
日
地
区
、
奥
地
区
を

含
め
て
経
営
の
変
更
認
可
を
受
け
、
県

の
補
助
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で

す。
沖
浦
漁
港
改
修

講
員
契
約
を
締
結

昭
和
六
十
二
年
度
沖
浦
漁
港
改
修
事

業
は
、
九
千
五
百
十
万
円
で
株
式
会
社

西
田
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
港
内
の
静
穏
度
の
確
保
を

図
る
た
め
、
西
防
波
堤
一
一
十
六
・
七
メ

ー
ト
ル
の
増
設
と
、
十
・
一
メ
ー
ト
ル

の
改
良
を
行
う
も
の
で
す
。

町
営
住
宅

入
居
者
募
集

町
で
は
、
団
地
入
居
者
を
次
の
要
領

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
募
集
住
宅
一
小
浦
団
地
マ
一
種
岡
戸

(
三
棟
-
一
号
、
六
口
庁
、
四
棟
五
号
、
五

棟
六
日
立
マ
二
種
三
戸
(
六
棟
四

O
五

号
、
七
棟
三

O
六
号
、
十
棟
三

O
一
号
)

一
募
集
期
間
}

7
月
1
H
1
7
月
別
日

一
入
居
時
期
]
臼
年
8
月
1
日

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
財
政
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
内
旅
行
の

手
続
き
開
始

輯謹聾轟
旅
行
券
は
町
内
で

J
R
四
国
、
伊
予
長
浜

駅
と
伊
予
白
滝
駅
で
は
、

七
月
一
口
か
ら
鉄
道
を
は

じ
め
、
国
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
・

飛
行
機
・
フ
ェ
リ
ー
・
高
速
艇
・

観
光
パ
ス
等
の
国
内
旅
行
全
般
に

わ
た
る
手
続
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

夏
休
み
の
家
族
旅
行
・
団
体
旅

行
・
ま
た
単
独
で
の
旅
行
に
は
、
早

く
て
便
利
な
町
内
の

J
R
四
国
伊

予
長
浜
駅
と
伊
予
白
滝
駅
を
是
非

ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
各
駅
と
も
電
話
等
の
予
約

手
続
き
(
利
用
一
ヶ
月
前
)
も
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
智
伊
予
長
浜
駅

(⑫
0
1
5
6
)
伊
予
白
滝
駅
(

⑭
0
2
1
0
)
 

可
旅
行
は
地
元
の
駅
」
か
ら
汽
車

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
受
給
者
の

死
亡
届
と
未
支
給
年
金

年
金
を
受
け
て
い
る
万
が
死
亡
す
る

と
受
け
る
権
利
は
な
く
な
り
ま
す
。
遺

族
の
方
は
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
す
み
や
か
に
役
場
住
民
課
年
金
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
凶
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
死
亡
後

支
払
わ
れ
た
年
金
を
返
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。



宮
裕
(
穂
積
~
一
事
務
次
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松
田
裕
之
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櫛
生
)
{
監
事
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印
武
丙
(
沖
浦
)

山
本
巧
(
下
須
戎
)
清
水
茂
ヘ
衛
生
)

ま

た

、

年

金

は

の

死

亡

し

た

月
ま
で
支
払
わ
れ
士
す
の
で
、
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は

遺
族
が
清
求
で
き
ま
す
。
こ
れ
在
十
不
支

給
年
金
と
い
い
ま
す
。
受
け
ら
れ
る
遺

族
は
受
給
者
の
死
亡
中
J

時
生
討
を
同
じ

く
L
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
川
妹
?
、
請
求
で

き
る
の
も
こ
の
順
序
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
年
金
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市
)
で
は
、
長
一
点
川
を
広
く
知
っ
て
沼

く
た
め
に
、
長
浜
大
一
焔
(
開
閉
橋
)
シ
一

滝
戸
白
滝
)
の
一
一
種
類
の
観
光
名
刺
を

作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
各
種
団
体
、
企
業
、
一
般
の

方
々
に
広
く
刊
川
出
し
て
項
き
、
観
光
長

浜
の
名
を
広
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

r

台
紙
一
七
ソ

l
f口
枚
(
長
浜
大
橋
江

十
枚
、
泊
五
十
枚
)
を
五
百
円
で
-
販
売

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
り
詳
し
く
は
役
場
経
済
課
ま
で
。

室三三墾窓

郵
送
さ
れ
た
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金

額
で
寸

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
納

期
限
(
七
月
三
十
一
日
)
に
指
定
の
金

融
機
関
の
口
照
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
預
金
残
高
の
隊
認
色
し

ど
れ
れ
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
は

日
寄
り
の
も
侃
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
納
期
限
(
七
月
二
今
十
一
日
)

ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い
場
合
は
、
年
十

四
回
六
%
一
九
月
三
十
日
ま
で
は
一
年
じ

.
二
%
一
一
の
割
合
で
延
滞
閉
が
か
か
り

李
小
」

9
c

町
内
の
青
年
が
一
堂
に

青
年
連
絡
協
議
会
設
立

長
浜
町
青
年
連
絡
協
議
会
が
瓦
月
九

日
に
設
立
さ
れ
、
同
日
、
設
立
総
会
が

付
わ
れ
ま
し
た
。

二
の
協
議
会
は
、
川
力
あ
合
郷
土
づ

く
り
の
た
め
町
内
占
年
が
一
堂
に
集
い

調
査
・
日
川
市
九
・
臼
己
研
さ
ん
を
重
ね
且

つ
、
英
知
を
結
集
し
勇
気
と
情
熱
を
も

っ
て
長
浜
町
発
展
の
た
め
の
提
言
及
び

納
期
は

7
月
汎

H
ま

で

実

践

活

動

を

行

う

と

と

も

に

会

員

相

互

の
親
睦
と
融
和
存
一
凶
る
こ
と
全
日
的
と

所

得

税

第

一

期

分

し

て

設

立

さ

れ

た

も

の

で

す

れ

七

月

一

日

か

ら

七

月

三

十

一

日

の

一

選

出

さ

れ

た

役

員

は

次

の

方

々

で

す

り

か

月

は

、

所

得

税

の

予

定

納

税

第

一

期

一

会

長

一

同

孝

志

(

沖

浦

)

一

副

会

長

一

分

の

納

期

ひ

す

。

大

西

時

雄

(

長

浜

)

大

成

宣

功

(

豊

茂

)

納

税

す

る

額

は

、

既

に

悦

茂

暑

か

ら

藤

田

哲

郎

(

下

須

戒

J

一
{
事
務
局
長
}
一
一

J
J
j
j
i
l
-
-
6
j
i
l
t
-
a
L
 

吋
布
。
砂
切
申
切
符
伊
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F
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品
向
叫
nvdv。
ω

明、ω申
陥
申
多
F

一

問

幻

世

紀

に

吋

今

、

村

む

は

ひ

と

し

お

P
F
(
町
づ
く
り
は
そ
三
平
に
は
わ
た
什
一
五
繋
つ
く
り
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
か
一

一

部

向

か

っ

て

で

し

運

動

カ

い

か

な

山

で

L
dつ
が

、

一

つ

一

つ

主

に

警

?

で

は

な

ら

な

い

と

忠

げ

ま

す

。

一

一

F
5
2れ
r
f
?
?
L〈
上
国
的
に
広
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
c

利
己
的
に
走
り
が
時
代
は
急
速
な
勢
い
で
進
歩
し
て
い
ま
す
。
生

一
が
っ
て
い
ま
す
。
当
町
に
わ
い
て
も
「
長
浜
い
き
ち
な
時
代
だ
か
ら
ご
そ
、
こ
う
し
た
運
動
が
大
切
活
環
境
も
そ
れ
に
反
応
し
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を

一
い
き
一
干
一
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

5
H

だ

と

考

え

て

い

ま

す

。

得

ま

せ

ん

。

し

か

し

、

人

と

人

と

の

つ

な

が

り

も

…
が
発
足
し
、
ま
た
主
山
年
部
組

1
…

魅

力

み

つ

く

り

と

い

う

事

が

よ

く

一

芦

わ

れ

ま

;
c

大
羽
に

L
て
い
か
な
く
て
は
な
;
引
一
八
円
つ

一
織
に
よ
る
会
九
日
も
開
か
れ
る
な
ハ
ー
に
長
浜
の
魅
力
は
、
と
間
わ
れ
た
ら
「
海
と
川
品
く
り
の
原
点
は
、
人
づ
く
り
に
あ
る
と
以
い
ま
す
。

一

ど

、

震

が

一

丸

と

な

り

、

豊

ず

実

態

ト

ィ

プ

多

柴

各

種

同

体

山

活

動

も

停

滞

ぎ

み

で

は

な

い

で

し

ょ

一

か

な

ふ

る

さ

と

勺

く

り

に

真

剣

に

メ

着

謹

饗

斡

マ

る

h

)
宇

う

か

。

本

音

で

語

り

合

え

る

場

を

す

、

白

由

な

一

取

り

組

ん

で

い

る

姿

を

見

る

機

会

り

つ

饗

噛

議

J
と

歳

輯

発

想

で

意

見

交

換

を

し

、

コ

ミ

ニ

ュ

ケ

l
ン
ヨ
ン

一

が

多

く

な

り

ま

し

た

。

行

政

戸

に

け

一

鱒

譲

二

J7二
三
ぷ

7

m
開

一

ト

議

懇

j
J
¥一川mr
一

里

白

木

を

広

げ

、

仲

間

づ

く

り

を

展

開

し

よ

う

で

は

あ

り

引
に
長
浜
の
将
来
を
託
す
る
こ
と
な
っ
滋
灘
綴
¥
-
一
「
一
一
~
一

i

一

ド

目

白

号

1
1
2日、づ
J

¥

一一れ一

MI--ぃ
自

し

一

一

人

情

の

あ

泊

か

き

ま

計

一

十

受

け

、

;

れ

か

;

」

ιを

生

一

一
納
得
い
く
町
づ
ノ
¥
り
に
取
り
組
む

A
ノ

だ

と

思

い

ま

十

ぐ

こ

の

自

然

を

最

大

限

に

治

川

し

活

の

拠

点

し

」

L
て
い
く
私
に
と
っ
一
仁
川
ペ
し
く
住
)

一
主
要
な
時
間
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
〉
た
観
光
開
発
色
今
後
必
要
だ
ろ
う
し
、
現
在
進
め
み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
、
微
力
で
す
が
努
力
し
て
一

一
私
は
、
連
帯
・
協
同
し
て
事
業
を
成
功
さ
せ
ら
れ
て
い
る
臨
海
工
業
開
発
に
よ
る
企
業
誘
致
ゃ
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
優
れ
た
先
輩
の
知
一

一
る
喜
び
を
、
青
年
団
活
動
や
職
場
に
お
い
て
体
験
諸
施
設
の
設
置
も
望
み
た
い
も
の
で
す
。
ま
ず
人
恵
会
受
け
継
ぎ
、
多
く
の
友
と
共
に
、
精
一
杯
人
一

一
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
達
成
す
る
ま
で
に
は
数
多
が
集
ま
る
こ
と
を
優
先
す
れ
ば
活
気
は
出
て
く
る
宇
佐
歩
ん
で
い
き
た
い
と
さ
え
て
い
ま
す
。
一

一
く
の
失
敗
も
あ
り
ま
ー
が
、
達
成
し
た
時
の
感
激
で
し
ょ
う
次

1
1背
負
う
子
ら
に
胸
…

j
っ

て

ふ

F;と

iを
誇

り

と

し

ご

/

~

町
や
つ
く
り
を
語
る

ロ
マ
ン
講
座
開
講

教
育
委
員
会
と
中
央
公
民
館
で
は
、

今
年
度
か
ら
新
し
い
講
じ
仰
と
し
て
、
「
町

づ
く
り
ロ
マ
ン
講
座
」
を
開
議
し
て
い

ま
ま

一一

ご
の
講
座
は
、
町

d

つ
く
り
の
現
状
と

課
題
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
の
魅
力
と
活

力
あ
る
町
守
つ
く
り
に
つ
い
て
共
に
学
び
、

共
に
語
り
合

7
た
め
に
開
講
し
て
い
る

も
の
守
十
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
中
央
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
参
加
費

は
無
料
で
、
途
中
参
加
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
時
間
は
い
「
れ
も
午
後
7
時
却

分
か
ら
叩
時
ま
ひ
で
す

あ
な
と
の
情
熱
と
積
極
的
な
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
次
の
と
む
り
。

塁塁翠Z予

長
浜
犬
橋
と
滝

観
光
名
刺
作
成

長
浜
町
観
光
協
会
(
会
長
リ
明
間
宮

彊璽

月 ア てミr 議 削}

7月
こながはまいきいき 2 1 ~ 愛媛県まちづくり

イベン 1、の風を吹かそう 総合センタ一所長

~JR 凶固な :土ま 2 1 ~ 渡辺 re浜駅長

夢をのせよう予治ノH宗i毎岸まわり 西田 同] 長

10片
二ふるさとづ り 2 1 ~久汀同T 助役

卜一一一
感陀のむらおこし 同Iづくり|渡辺鬼子雄氏

11月
一四国の顔づ く り 2 1 ~衆議院議員

四i頼ド経済圏構想と我が田II週間 司氏

司 21世紀に向かって区二2 懸
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に凱
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女
子
の
非
行
が
増
え
て
い
ま
す
。
か

つ
て
は
犯
罪
を
お
か
し
た
少
年
の
う
ち
、

女
子
の
割
合
は
一
割
軽
度
で
し
た
。
し

か
し
、
最
近
で
は
二
割
近
く
に
な
っ
て

い
ま
す
。
万
引
き
を
主
と
し
た
窃
盗
、

女
子
同
士
の
リ
ン
チ
事
件
の
ほ
か
、
中

学
生
売
春
な
ど
、
目
を
お
お
い
た
く
な

る
よ
う
な
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
非
行
に
走
っ
た
少
女
た
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
の
愛
に
飢
え
て
お

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
原
因
か
ら
生
活
が

乱
れ
は
じ
め
、
ズ
ル
ス
ル
と
深
み
に
は

ま
っ
て
い
く
例
が
目
立
ち
ま
す
。

家
庭
の
ふ
れ
あ
い
が
も
て
る
夏
休
み

を
控
え
て
、
家
庭
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

親
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

一一一一一家庭の愛に飢えた金女たち

救
い
を
求
め
る

切
実
在
訴
え

「
私
な
ん
か
家
に
い
な
い
ほ
う
が
い

い
ん
だ
。
私
が
い
る
と
家
族
が
不
幸
に

な
る

E

・・・」

こ
ん
な
思
い
が
き
っ
か
け
に
な
っ
で

非
行
に
走
る
i
こ
の
よ
う
な
ケ

l
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
最
初
か
ら
非
行
少
女
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
子
は
だ
れ
一
人
い

な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
思
い
は
、
だ
れ

か
に
救
い
を
求
め
て
い
る
、
と
く
に
家

族
に
訴
え
か
け
て
い
る
思
い
な
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
家
族
、
と
く

に
親
が
そ
の
気
持
ち
を
く
み
と
っ
て
や

る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
も

し
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
少
女
の

気
持
ち
は
ま
す
ま
す
家
族
か
ら
離
れ
て

い
き
、
非
行
へ
と
走
る
ー
ー
と
い
う
最

悪
の
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

心
身
と
も
に
語
れ
動
く
思
春
期
の
少
女

緊
張
を
思
ぐ
す
家
族
の
ふ
れ
あ
い

家
庭
は
、
家
族
に
と
っ
て
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
す
。
家
族
が
和
や
か
に
話
し

合
っ
た
り
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
で
学
校
や

会
社
な
ど
で
受
け
た
精
神
的
緊
張
を
い

や
し
、
明
日
へ
の
活
力
を
蓄
え
る

l
i

こ
の
よ
う
な
役
割
が
家
庭
に
は
あ
り
ま

す
。
思
春
期
の
お
子
さ
ん
、
と
く
に
女

の
子
の
い
る
家
庭
で
は
、
そ
の
役
割
が

な
お
さ
ら
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

思
春
期
の
少
女
は
、
男
子
に
比
べ
心

身
赴
(
に
不
安
定
で
す
。
自
分
の
体
が

N

女
u

へ
変
身
し
て
い
く
こ
と
を
わ
ず
ら

わ
し
く
思
っ
た
り
、
人
目
が
気
に
な
る

と
い
っ
た
否
定
的
な
印
象
で
受
け
止
め

る
こ
と
が
多
く
よ
女
H

と
し
て
自
分
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
心
が
揺
れ

動
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
微
妙
な
心

の
揺
れ
を
静
め
る
た
め
に
も
、
一
家
庭
の

役
割
は
重
大
な
の
で
す
。

も
し
、
ふ
だ
ん
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い

や
お
互
い
を
思
い
や
る
心
の
交
流
が
十

分
で
な
い
と
、
少
女
で
あ
る
が
ゆ
え
の

不
安
定
な
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
学

非
行
少
女

家
躍
へ
の

よ
い
印
象
が
か
ゆ
い

非
行
で
補
導
さ
れ
た
少
女
の
家
庭
観

を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
に
よ
い

印
象
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
i
|
。

マ
家
族
が
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
で
一
体
感

が
な
い

少
女
に
と
っ
て

H

居
心
地
以
の
よ
い
家

庭
と
は
|
ご
く
あ

た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
家
庭
が
家
庭
と

し
て
機
能
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
な
ん
だ
、

そ
ん
な
こ
と
か
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
大
人

は
気
づ
か
ず
に
白
分

の
都
合
な
ど
で
子
供

の
話
を
片
付
け
た
り

す
る
も
の
で
す
。
あ

な
た
が
お
子
さ
ん
と

接
す
る
と
き
、
次
の

よ
う
な
点
に
注
意
を

弘
っ
て
い
る
か
、
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

コミュニケーションの注意点

大人の都合で
話を片付けていませんか

日
子
供
と
大
人
の
感
覚
の
ズ
レ
に
注
意

を
:
・
子
供
と
大
人
で
は
物
事
を
判
断

す
る
と
き
の
尺
度
が
当
然
違
い
ま
す
。

校
や
友
達
関
係
の
緊
張
を
和
ら
げ
る

η

場
所
。
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

マ
両
親
が
厳
し
い

マ
両
親
が
か
ま
っ
て
く
れ
な
い

マ
父
親
が
細
か
い
点
ま
で
口
を
出
す

マ
兄
弟
と
比
較
し
て
差
別
す
る

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の

愛
に
飢
え
て
い
る
少
女
た
ち
は
、
盛
り

場
な
ど
で
出
会
う
、
み
せ
か
け
の
優
し

き
ゃ
愛
に
気
を
許
し
て
し
ま
う
、
危
う

い
面
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

F
7
0
 

と
き
に
は
、
子
供
た
ち
が
読
ん
で
い

る
本
に
目
を
通
し
た
り
、
子
供
の
話

題
、
考
え
方
に
興
味
を
も
ち
、
子
供

の
判
断
基
準
に
つ
い
て
知
識
を
得
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

2
子
供
の
立
場
に
な
っ
て
話
し
合
い
を

:
・
感
情
的
に
「
だ
め
ノ
・
」
「
い
け
ま
せ

ん
」
と
子
供
の
意
見
を
否
定
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
子
供
の
立
場
に

な
り
、
現
代
の
背
景
を
加
味
し
て
話

し
合
い
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

カ
3
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
相
談
に
乗
っ
て

や
る
・
「
今
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
ば

つ
い
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
言
葉
で

す
。
で
も
、
子
供
が
大
人
に
話
を
し

た
い
と
も
ち
か
け
て
く
る
と
い
う
こ

と
は
、
子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
る
も
っ
と
も
身
近
な
よ

い
機
会
で
す
。
面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
、

相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。



せ関あゃんあ因 りば持い化 の
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A 

b 

4
月
、

5
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん

…
盟
問
集
団
検
診
…

0
7
月

7
日
か
ら
9
日

町

体

育

館

。7
月
刊
日
櫛
生
小
学
校

。7
月
比
日
大
和
公
民
館

。7
月
日
目
白
滝
公
民
館

。7
月
四
日
昭
和
サ
ボ
ア
株
式
会
社

。7
月

口

日

町

体

育

館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

7
時
か
ら
9
時

士
口
+
設
ふ
央

A
仇

母
常
山
1

冒
土
中

z
帝
劇

h
=
=ロ

。7
月

白

日

大

和

公

民

館

午

前

日

時

か

ら

日

時

回

分

豊

茂

公

民

館

午

後
1
時
か
ら

2
時
却
分

。7
月

初

日

櫛

生

小

学

校

午

前

日

時

か

ら

日

時

加

分

出

海

公

民

館

午

後

1
時
か
ら

2
時
加
分

。7
月
白
日
町
体
育
館
午
前

9
時
却
分

か
ら
日
時
加
分
、
午
後
1
時
か
ら
3
時

…

献

血

…

0
7
月

白

日

町

体

育

館

午

前

9
時

叩
分
か
ら
ロ
時
ラ
イ
ジ
ン
グ
飯
田
長

浜

工

場

午

後

1
時
日
分
か
ら

2
時
叩

分

大

和

公

民

館

午

後

2
時
伍
分
か

ら
3
時

日

分

自

滝

公

民

館

午

後

3

時
叩
分
か
ら

4
時
日
分

…
不
用
犬
買
い
上
げ
自
…

。7
月
回
日
各
連
絡
所
は
午
前

9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
。
買
い

上
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。
※
印
鑑
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

き
に
は
、
そ
の
原
因
を
健
康
状
態
と
関

連
さ
せ
て
観
察
し
、
早
ロ
に
そ
の
原
因

を
見
つ
け
出
し
て
わ
く
こ
と
で
す
。
こ

の
観
察
が
不
十
分
な
た
め
、
「
登
校
拒
否

児
」
を
「
自
閉
症
」
な
ど
と
診
断
さ
れ

て
、
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

単
純
な
原
因
の
と
き
に
早
く
見
つ
け

出
さ
な
い
と
、
時
期
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ

あ
り
、
ジ
ャ
ン
プ
の
で
き
る
溝
も
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
で
、
腕
時
計
さ
え
あ
れ

ば
自
分
の
脈
拍
数
を
数
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

健
康
器
具
や
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
に
多
額
な
お
金
を
か
け
る
前
に
、
自

分
で
で
き
る
ヘ
ル
ス
・
チ
エ

y
ク
を
試

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

警園 主町E 司

掲けま は

し
よ

つ

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

と
わ
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急

患
者
の
方
だ
け
で
す
。

。7
月

5
日
清
水
医
院
密
⑫
2
8
8
3

0
7
月
日
日
米
川
医
院
君
⑫
0
1
6
5

0
7
月
四
日
岡
田
医
院
怨
⑫
0
6
3
9

0
7
月
白
日
菊
地
医
院
雷
⑫
0
2
0
9

L
回

し

重

水

田

U

J

1

1

J

a
傑

ヨ

ロ

。7
月
8
日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
白
年
8
月、

日
月
、
臼
年
2
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

…
一
一
一
議
児
健
診
…

。7
月

刊

日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら

2
時
対
象
は
昭
和
田
年
3
丹、

る
ほ
ど
、
も
っ
と
も
っ
と
複
雑
な
原
因

が
積
み
重
な
り
、
そ
の
原
悶
を
見
つ
け

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

そ
れ
を
取
り
除
く
の
に
も
大
変
な
費
用

と
時
聞
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す。

健
鹿
状
態
の
観
察
を

人
間
に
と
っ
て
八
時
間
の
労
働
、
八

時
間
の
睡
眠
、
そ
し
て
八
時
間
の
自
由

な
行
動
と
い
う
一
日
二
十
四
時
間
の
構

成
が
最
も
健
康
な
生
活
で
あ

η
、
そ
の

よ
う
な
生
活
を
自
然
に
要
求
す
る
の
が

健
康
な
状
態
と
い
え
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
朝
の
出
勤
に
際
し
て

ど
う
し
て
も
玄
関
を
出
て
行
く
足
取
り

を
重
く
感
じ
る
と
き
に
は
、
ま
た
子
供

た
ち
が
通
学
へ
の
喜
び
を
一
京
さ
な
い
と

一一一一一 今日も元気で

朝
の
時
間
を
工
夫
し
て

健
康
。
体
力
い
つ
く
り
を

通
勤
の
電
車
や
パ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、

つ
り
皮
を
「
健
康
・
体
力
づ
く
り
」
に

活
用
で
き
ま
す
。
少
し
ば
か
り
余
裕
を

も
っ
て
朝
早
く
起
き
れ
ば
、
走
っ
て
同

地
を
一
回
り
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
歩
道
橋
を
か
け
登
っ
て
み
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
坂
が
あ
り
、
階
段
が

一 7
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あ
じ
さ
い
街
道
を
め
一
さ
し
て

J
二
千
本
を
さ
し
木

1

六
月
十
日
、
柴
の
山
中
高
光
さ
ん
方
の
ハ
ウ
ス
で
、
町

づ
く
り
委
員
会
委
員
の
子
に
よ
り
、
あ
じ
さ
い
の
穂
木
二

千
本
の
さ
し
木
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
町
づ
く
り
の
一

環
と
し
で
来
年

の
春
に
予
定
さ
れ

て
い
る
国
道
、
県

道
沿
線
へ
の
植
樹

を
前
に
行
わ
れ
た

も
の
で
、
町
内
に

花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
展
開
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
。

ルポ・匿長会新役員翠翠置翠霊霊墨

亡口口口口口口口口口口己仁 c己口

J

第
一
団
長
浜
中
学
校
・
内
子
中
学
校
交
流
会

て
合
が
五
月
二
十
八
日
、
内
子
運
動
公
園
多
目
的
広

T
U

清
川
場
及
び
、
野
球
場
で
聞
か
れ
た
。
こ
の
会
は
、

明
交
連
携
と
友
情
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
互
い
の

が

司

教

育

の

発

展
一
昨
展
を
期
す

又
芯
@
る
こ
と
を

の

沖

目

的

と

す

校
間
る
も
の
で
、

両

一

第

一

回

目

は
生
徒
四

百
七
十
九
人
が
参
加

し
て
、
サ
ッ
カ
ー
と

軟
式
野
球
が
行
わ
れ

た。

口
口
口

huu
口
U
口
口
口
〔

世
界
の
名
画
を
一
堂
に

1
ル
ー
ブ
ル
絵
画
美
術
展

l

五
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
町
体
育
館
で
ル
ー
ブ

ル
絵
画
美
術
展
が
聞
か

れ
た
。
こ
れ
は
町
民
の

文
化
向
上
、
及
び
児
童

生
徒
の
情
操
教
育
振
興

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
会
場
に
は

十
七
か
ら
十
八
世
紀
に

か
け
て
の
印
象
派
画
家

十
六
巨
匠
の
名
画
、
四

十
点
(
複
製
)
が
展
示

さ
れ
、
約
千
二
百
人
の

ヨ冨翠冨翠翠置量密墨理璽量密霞翠翠塵翠翠Z

来
観
者
が
訪
れ
た
。

~ 

~ず6
口

口

口

=二口口口ユ人口口口口口口口口

長
浜
高
校
V
Y

S
で
は
、
毎
週
土

曜
日
の
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
、
町
立
図
書

館
で
読
書
会
を
開

い
て
い
る
。
ご
れ

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と

し
て
六
月
十
三
日

か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
子
供
た

ち
も
い
つ
に
な
く

真
剣
な
表
情
で
話

に
聞
き
入
っ
て
い

た。

情
操
教
育
の
た
め
に

j
長
浜
高
校

v
y
s
l

豆
長
会
長
に

明
関
氏
を
再
選

さ
れ
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
は
明
間
定
市
氏
が
再
選
さ
れ
、

副
会
長
に
は
坂
井
弥
八
郎
氏
(
再
選
)
と

櫛
生
の
櫛
笥
益
一
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
長
に
は
城
戸
岡
政
雄
氏
、

会
計
に
は
藤
湖
季
志
叔
氏
が
と
も
に
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
支
部
長
お
よ
び
理
事
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
任
期
は
二
年
。

副
会
長
は

櫛
笥
、

坂
井
氏

五
月
八
日
、
町
体
育
館
で
区
長
会
役

員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
二

年
度
の
予
算
や
努
力
目
標
な
ど
が
審
議

長浜 町 区 長 会 役 員 名 簿

支部 f生 職 氏 名 区 支部 役 職 氏 名 区

長浜 イヱ〉コミ、 長 明関定市 21 Jl. 事 渡辺仁之助 71 

櫛生 副会長 櫛筒益ー 79 櫛生 " 松浦昭則 81 

臼j竜 " 坂井弥八郎 146 " 佐々 木 道 男 85 

長浜 事務局長 城戸岡政雄 27 理(支部長事) 小西 章三 87 
出海

長浜 ZZコL三 言十 藤 泌j 季志叔 46 王望 事 後藤世紀 93 

理(支部長事) 吉岡重則 8 理(支部長事) 二三 井 前 105 
大和

理 事 増田清作 6 E里 事 藤岡義範 94 

イシ 金 i幸栄;欠 18 理(支部長事) 鎌田重喜 112 
豊茂

" 頼永平字文 25 E里 事 森内徳男 118 
長浜

島田梅次郎イン 31 E里 事 松田英丸 122 

" 竹内時二郎 38 臼滝 " 有百 田熊三郎 129 

'/ 石 田忠 1芽 45 " 久保田 え旦 134 

イシ fi1l旧保博 52 今土方 皿臣" 事 藤沸IJ --典 61 

理(支部長事) 東 伊f左男 58 出海 イシ 豊田芳弘 90 
今土方

事 後藤春雄理 60 

(白 S62.4.1-至S64.3.30) 
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主語孟王室言ζ3

[量

瓦
(立!

圃

H
白
滝
俳
句
会
H

~表委霊室墨(

結
願
の
杖
を
納
め
で
聖
五
月都

築
い
ち
子

日
の
射
し
て
樹
下
の
一
七
楠
花
い
と
淡
し

上
回
ミ
ツ
子

サ
イ
レ
ン
を
真
下
に
聞
き
て
春
耕
す

清

水

禎

子

奔
を
ま
つ
河
口
に
間
乱
舞
せ
り

同
肝
ノ
ブ
コ

ボ
上
の
本
め
く
り
ゆ
く
青
葉
風

上

田

孝

子

滝
仰
ぐ
楓
若
葉
の
わ
ば
し
ま
に

好

崎

碧

泉

守
寓
に
躍
る
黒
潮
春
め
き
ぬA

古

菊

枝

て
の
ひ
ら
に
と
も
る
蛍
火
ぬ
く
か
ら
ず

上

田

正

マ軍事三三塁盟瞳昆一~十一一長浜文芸・表彰 _+b~函配置園田~C-:".......""盟関守

表
彰
キ
キ

中
嶋
菊
市
さ
ん

観
光
功
労
賞

一三
γ

鏑

LW

柴
の
中
嶋
菊
市
さ
人

離
感
間
一
十
(
六
四
)
は
、
昭
和

総
購
博
三
一

1

間
十
年
上
り
二
十
年

「

綴

1

余
に
わ
た
り
、
白
滝
公

開
の
理
事
と
し
て
白
ら
率
先
し
て
園
内

の
自
然
保
護
と
美
化
環
境
の
浄
化
に
積

極
的
に
従
事
す
る
ほ
か
、
園
内
の
植
樹

・
革
刈
り
・
安
全
対
策
施
設
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
尽
力
す
る
な
ど
、
観

光
仮
輿
に
多
大
の
功
績
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
五
片
二
十
二
日
、
県
民
文
化

会
館
で
開
か
れ
た
愛
媛
県
観
光
協
会
定

期
総
会
の
席
上
、
永
野
浩
同
協
会
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

L
L
田
さ
ん
ら
五
人

民
生
児
童
委
員
退
在
者

民
生
児
童
委
員
退
任
者
「
一
ト
l

年
以

上
、
七
十
五
歳
で
十
五
年
以
上
勤
続
者
)

に
対
し
、
厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
五
月
一
九
日
、
役
場
町
長
室
で
一
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
口

上
田
ミ
ツ
コ
さ
ん
(
白
滝
)

加
納
ミ
ツ
ル
き
ん
(
須
沢
)

井
内
キ
ヨ
カ
さ
ん
(
長
浜
)

三

秋

按

雄

さ

ん

(

柴

)

下
坂
馬
太
朗
さ
ん
(
櫛
生
)

町
長
費
に

藤
本
友
恵
さ
ん

第
阿
国
さ
っ
き
展

第
十
四
阿
さ
っ
き
展
示
会
が
、
五
月

一
一
十
日
か
ら
三
十
一
日
の
一
一
日
間
、
長

浜
町
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
の
愛
好

者
が
丹
精
こ
め
て
作
っ
た
さ
っ
き
育
二

十
一
一
鉢
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
目
を
楽
ま
せ
て
い
、
-
ま
し
た
。
入
賞
者

は
次
の
通
り
。

{
町
長
官
一
藤
本
友
忘
(
沖
浦
)
{
長

浜
町
議
会
議
長
賞
一
矢
野
藤
四
郎
(
長

浜
)
{
長
沼
町
教
育
委
員
会
賞
一
菊
地

俊
正
(
下
須
戒
)
{
長
浜
町
中
央
公
民

館
長
賞
一
当
川
カ
ズ
コ
(
白
滝
)
{
長

浜
町
文
化
協
会
長
賞
}
島
田
保
広
(
長

浜
)
{
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
}
久
保

善
吉
(
墜
茂
)
{
長
浜
町
商
工
会
長
賞
一

鎌
田
忠
一
長
浜
)
一
長
浜
町
教
育
委
員

会
奨
励
賞
一
高
沢
順
一
(
長
浜
)
成
井

英
子
へ
白
滝
)
岡
本
武
治
(
沖
浦
)

中
島
正
一
さ
ん

県
し
い
た
け
共
進
会

昭
和
六
十
二
年
度

/
の
愛
媛
県
し
い
た
け

共
進
会
が
五
月
号
一
十

t

j

v

-

E
愛
媛
県
民
支
化

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
町
か
hh
も

百
二
十
一
E
U
…
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
う

h

箱
も
の
の
部
で
柴
の
中
島
正
一
さ
ん
n

写
真
リ
が
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
c

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
般
も
の
一

一
二
等
肯
一
二
う
し
ん
田
中
雅
登
(
煩

沢
)
{
ゴ
一
等
賞
一
?
て
ソ
し
ん
山
本
房

ι

J

(

戒
川
)
{
奨
励
賞
}
三
う
し
ん
山

下
利
治
(
柴
)

一
箱
も
の
一

一
農
林
水
産
大
臣
賞
}
こ
う
し
ん
中

島
正
一
一
此
士
一
努
力
賞
}
こ
う
ご

叶

同

広

志

(

上

老

松

)

ど

人

こ

蔵

川
敏
雄
(
戒
川
)
一
最
高
価
片
山
賞
〔
同

日
本
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
〕
}
こ

う
し
ん
中
島
正
一
(
柴
)

一
滑
木
育
成
一

一
林
野
庁
長
官
賞
一
中
島
正
今
(
柴
)

{
努
力
賞
}
宮
本
増
憲
一
¥
成
川
)

一
特
別
賞
一

一
県
森
連
会
長
賞
}
こ
う
し
ん

正
一
(
柴
)

泉
開
発
課
長

用
地
買
収
業
務
に
功
績

開
発
課
の
泉
芳
信
課
長
(
五
九
)
は
、

多
年
に
わ
た
り
則
地
買
収
業
務
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
五
月
十
二

U

松
山
市
で
聞
か
れ
た
昭
和
六
卜
二
年
度

四
国
地
区
用
地
対
策
連
絡
協
議
会
愛
媛

支
部
総
会
の
席
上
、
井
子
正
同
協
議
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

サ

ッ

カ

ー

八

ス

ケ

ッ

ト

出
海
小
・
喜
多
灘
小

が
優
勝

町
内
小
学
校
球
技
大
会

五
月
二
十
六
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
同
体
育
館
で
行
わ
れ
、
男
子

は
サ
ッ
カ
ー
女
子
は
パ
ス
ケ
ソ
ト
ボ
ー

ル

ιそ
れ
ぞ
れ
九
チ

l
ム
が
参
加
し
て

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
と
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
男
チ
・
サ
ッ
カ
ー
}
①
出
海
小
②
柴

小
③
豊
茂
小

一
久
子
・
パ
ス
ケ
ソ
ト
ボ

i
ル
}
①
喜

多
灘
小
②
長
浜
小
一
組
⑨
一
楠
生
小

き
れ
い
な

政
治
の
た
め
に

中
島

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

愛
媛
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
心

身
と
も
に
清
く
正
し
い
全
国
の
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
明
る
い
選
挙
を
お
し

進
め
る
う
え
に
役
六
つ
ポ
ス
タ
ー
を
と

い
う
こ
と
で
、
昭
和
六
十
-
一
年
度
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
要
領
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

一
応
募
資
格
}
小
、
中
、
高
等
学
校
の

生
徒
(
一
人
一
点
自
作
の
も
の
)

{
締
切
日
}

9
月
刊
円

一
色
と
大
き
さ
一
色
彩
は
自
由
、
大
き

さ
崎
拓
明
×
剖

m
か
ら
日
叩
×
川
叩
叩
以

内
一
応
募
と
の
注
意
一

O
作
品
の
う
ら
右

下
に
都
道
府
県
名
、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
性
別
等
を
必
ず

書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い

c

O
応
募
作
品

は
返
し
ま
せ
入
。
人
賞
作
品
の
版
権
は

主
催
者
側
に
属
し
、
作
品
は
自
由
に
利

用
き
せ
て
項
き
ま
す
。

一
提
出
・
そ
の
他
}
提
出
及
び
そ
の
他

詳
し
く
は
長
浜
町
選
挙
符
理
委
員
会
(

告

白

1
1
1
1
1
J
ま
で
。

簡
保
・
年
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
省
で
は
、
財
岡
法
人
簡
保
資
金

研
究
会
と
共
催
で
、
第
十
九
回
簡
保
・
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出 る 抗 は れ た れる、という

諺がある。富国強兵策ても世界

の三大強固にまでのし上った

H本山大陸にまで杭の頭をつ

きだして世界中か ら引っぱた

かれ芳二次大戦ひベシャンコ

になっとしまったoAそれな

らと今度は経済復興、生産性

向!こ、戸斤待倍増で世界有数の

経済 大 国 に の し あがったと思

ったら、またまたう!そ国をはど

め世界各国から頭を叩かれは

どめた A 政界も十月の秋の

障を目見んで出るキ尤やこれを叩

ご うと狙うものがぽつぽつ出

は ピめた。と角世の中はまま

ならぬもの芝。今L プ、 ムを日、F

んでしミる独眼竜伊達攻宗も奥

州随 の大名となり徳川幕府

に 随}I顕しでからは武士逮に華

美的らんな服装をさせ、いわ

ゆ る伊達者、伊達男といわれ

る 軽仇軟弱な風潮をふりまい

て出る中えと見られないよう警

戒し幕府の外枝大名取演しを

避けたといわれているじ加賀

の 百て万石前田公も歴代藩主

が 馬鹿の真似をしていlビく安

泰 をはか〉たとし汁 o A 今の

日 本はさてどうしたら難をさ

け られるか、諸外国は伊達者

のように内需ごを拡大し派手に

遊んで暮せと迫るのだが果し

ていjじような効果が期待で、き

るだろうか。

印刷 備7岸本印刷

年
金
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
テ
i
二
簡
保
年
金
資
金
で
つ
く
ら

れ
た
施
設
及
び
、
簡
保
年
金
加
入
者
福

祉
施
設
を
題
材
と
し
た
作
品

一
作
品
の
サ
イ
ズ
}
申
小
・
中
学
生
の
部

キ
ャ
ビ
ネ
(
カ
ラ
1

・
白
黒
)

-
一
般
の
部
四
ツ
切
(
カ
ラ

l
・
白

黒
)
又
は
カ
ラ

I
ス
ラ
イ
ド
(
二
一
ト
五

ミ
リ
以
上
)

一
応
募
先
一
最
寄
り
の
郵
便
局

{
募
集
期
間
}
昭
和
白
年
7
月
白
日
ま

で
{
応
募
上
の
注
意
一
噂
未
発
表
の
作
品

歯
応
募
点
数
は
、
小
・
中
学
生
の
部
は

一
二
点
以
内
、
一
般
の
部
は
五
点
以
内
、

組
写
真
は
一
組
(
点
)
三
枚
以
内
密
作

品
に
は
必
ず
応
募
票
を
貼
付
し
て
く
だ

さ
け
。詳

し
く
は
、
も
よ
り
の
郵
便
局
ま
で
。

(毎月 l臼発行)昭和62年 7月 1日発行

寄
付
課
納

昭和62年 7月号

O
長
浜
の
石
丸
英
雄
さ
ん
:E

「明

H
の

都
市
」
(
全
二
十
巻
)
を
町
立
図
書
館

へ。

O
櫛
生
の
高
田
軍
治
郎
さ
ん
・
・
・
昭
和
史

広報ながはま

(
十
六
冊
)
を
町
立
図
書
館
へ
。

。
長
浜
の
大
田
恒
代
さ
ん
・
:
掛
時
計
(
二

伺
)
を
町
立
図
書
館
へ
の

農
業
委
員
全
委
員
選
挙

(
7
月
M
M
自
)

ゆ!婚
5
け
の
ト
ッ
プ
は

叶
本
秀
樹
干
絵
さ
ん
の
カ
ァ
プ
ル

住

所

氏

名

婚

姻

居

時

年

齢

¥

戒

川

叶

本

秀

樹

(

二

九

)

/

白

滝

梢

水

千

絵

(

二

四

)

¥

黒

田

中

川

利

信

(

一

一

八

)

/
松
山
市
香
川
真
利
子
(
二
六
)

¥

下

須

戒

浦

田

憲

へ

二

八

)

戸

大

洲

市

向

元

珠

美

(

二

三

)

¥

下

狽

戒

成

川

裕

司

(

二

六

)

/
松
山
市
小
田
す
み
れ
(
二
六
)

¥

出

海

宮

田

苔

隆

(

二

一

O
)

/

開

茂

津

田

郁

子

(

二

八

)

¥

長

浜

菊

地

久

志

(

二

四

)

/

松

山

市

武

出

品

代

(

二

問

)

¥

下

須

戒

大

石

里

志

(

二

九

)

/

大

洲

市

小

同

一

美

(

二

七

)

記:一
E
，
本
紙
五
月
号
の
議
会

一
般
質
問
の
記
事
中
、

「
提
議
員
」
は
「
堤
議
員
」
の
誤

り
。
本
紙
六
月
号
で
二
ペ
ー
ジ
の

土
地
利
用
計
画
一
覧
表
中
「
耕
地

川
地
」
辻
「
緑
地
用
地
」
、
四
ペ

ー
ジ
の
小
見
出
し
「
特
発
性
脊
げ
は

側
わ
ん
症
」
は
「
特
発
性
脊
柱
側

わ
ん
症
」
、
十
一
ペ
ー
ジ
の
米
国
派

遣
農
業
研
修
生
募
集
の
街
中
、
派

遣
期
間
二
か
月
は
占
一
か
年
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
む
託
び
し
ま

すお
誕
生
お
め
で
と
う
H

戒下 f主
主翼

川 戒 所

5
R届
出
分
(
敬
称
略
)

保

護

者

氏

名

続

柄

兜

名

藤

岡

満

司

長

男

竜

司

大

野

武

雄

長

男

孝

太

長;中櫛穂 f中出
柴

J兵浦斗ぅ積浦海

住

所

中

甫

、
干
、
干

長

浜

長

浜

白

滝

長

浜
比木

出

海柴
下
須
戒

柴
中

甫
b
r
 

d
p
つ

長

浜

中

点

黒

田

中

伊

弘

行

氏
出
伸
一

菊

地

孝

嗣

噌
田
僧
太
郎

山

口

伸

男

大

瀧

智

上

し
し
満
啓
司

長二長長三長長
女女男男女男 !，z

三明京正会樹 n佐

加恵亮和 Lj典ド比

お
く
やii占 ! こ 新 森 井窪前藤フJて村竹中大 fTI二氏 5

岡田日川上 川 本 日 上 内 谷 旧 淵 富 ロ

ト 福マ 名品
富勝吉巨ミコた亀さき T 普秋:u:唯武元鶴 山

子英市子郎夫茂コ市育市一豊市永ま雰

_..----....-~~- ----._-.-----ー-_-------.._~_..---..._-時長
六八八七八 八 六 仁 四 七 七 七 七 七 八 年 称

ことニ杢:fL哩さ三三巴里 TL159さ齢略

『

V
O

可
。

袋
一
回
目
欄
害
時
金
銭
吋
己
袋

内
凶
事
出
明
金
フ
茅
b
L

『一一一関内ほ

午
後
か
ら
の
仕
事
が
つ
ら
け
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間
に
と
っ
て
は

つ
ら
い
暑
さ
で
す
が
、
虫
に
と
っ
て
は

具
合
が
い
い
よ
う
で
す
。
で
も
、
ム
カ

デ
や
ア
リ
が
家
屋
に
侵
入
心
て
く
る
の

は
困
り
も
の
。
そ
こ
で
効
果
的
な
防
除

法
に
つ
い
て
招
介
し
ま
す
。
ム
カ
デ
類

に
対
し
て
は
、
家
屋
周
辺
の
草
原
、
林
、

石
垣
の
す
き
間
な
ど
の
棲
息
場
所
ヘ
ト
伺

機
燐
剤
(
ス
ミ
チ
オ
ン
生
ご
を
散
布
す

る
の
が
有
効
で
す
。
家
の
同
辺
、
床
下

讐
へ
散
布
し
て
く
尽
さ
い
。
ア
リ
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
が
、
ア
リ
ほ
ア
ブ
ラ

ム
シ
績
が
産
出
す
る
甘
露
に
立
ま
っ
て

く
る
の
で
、
ま
ず
ア
ブ
ラ
ム
シ
を
防
除

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
台
所

か
ら
山
る
ゴ
ミ
に
寄
っ
て
き
ま
す
の
で

放
置
し
な
け
よ
う
に
し
で
く
だ
き
は
。

広
報
な
が
は
ま
に
関
す
る
ご
意
見
ご

感
惣
を
わ
待
ち
し
て
パ
い
ま
す
。
広
報
係

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
(
ご
)

数

人口をふやしましょう

I 6月 1U現在 高T月とぴコ上七車交

11可 949人 22人減
人 口 (男 5，62川 13人減)

女 6，327人 9人;戚

世帯数 3‘821世Jiz 4世帯減

帯世口人


